理論モデル班会議報告　


（石井21032008）
日時：2008年3月17日 9：30-12：30

場所：日本生態学会会場（福岡サンパレス）Room I　
参加者：　中丸、近藤、松岡、西前、長谷川、谷内、陀安、兵藤、酒井、藤田、山村、石井
1） 新メンバーの自己紹介
長谷川成明さん　西前出さん
2） サラワク班、モンゴル班のPRまでの活動報告と今年度研究計画　
サラワク班（酒井さん）：
サラワクの生態系劣化に関して、
[生態系の質の劣化]→[生態系からの恩恵の減少]→[生態系への依存度の低下]→[生態系の改変抑制の低下]→[生態系の質の劣化]

という「人間による生態系の利用に関する正のフィードバック」の構造を想定し、各相互作用の実証的研究計画について紹介。今年度開始を予定している多点アンケート調査について重点的に説明。地域住民の生態経理用の実態と意思決定要因などについてのデータを取る（アンケート項目等は地球研サーバーにUL予定）。
モンゴル班（藤田さん）：
植生・生態系の変動に関して、乾湿傾度と都市からの距離に着目し、各地域の土地の利用方法（遊牧形態、人口移動、土地法など）の変化を捉えるための研究計画を紹介。家畜ごとの植生への影響、植生-物理環境傾度の相互作用、統計資料の整理とGIS化、アンケート調査の検討（サラワク班のものと共通性を持たせたもの）について説明。　
3） 理論モデル班のこれまでと今後の方針案　（石井「別1」参照）
2007年度までの研究の延長線上に以下の3つの作業を進めたい。
i) 中スケールでの植生上での人間活動・意思決定を取り入れた生態系変動シミュレーター：Agent-Based-Model(ABM)の計画　（中丸さん 添付参照）
モンゴル、サラワク両地域の中スケールでの植生-人間活動の相互作用を取り入れたABMの構築について構想を紹介した。
→モデル試作と並行して、注目すべき人間活動やその意思決定要因についてはサ・モ班と検討しながら進める。
ii) 同位体分析を用いた小スケール土地被覆内の食物網解析と安定性についての考察。（兵藤さん）

サラワクでの土地被覆ごとに成立する食物網の解析例の紹介。動物分類群ごとの生息場所や食性の特性がCN安定同位体マップでの位置に与える効果について議論。
→各被覆（小スケール）ごとの食物網特性の抽出をめざす。まずサラワクから。モンゴルでは地形の効果（高津）などについて要検討。
→食物網構造が与えられたときに、そのノードの除去が食物網全体あるいはベースとなる植物群集の安定性に与える影響を理論的観点からも議論できれば、人間による生物利用の間接効果として数値モデルに取り入れやすくなる。

iii) 統計資料のGIS化による要素間の相関分析（西前さん）
GIS上での空間的統計解析による従来より精度の高い要因分析の可能性について紹介。モ班・前川さんと進めつつあるモンゴルの統計資料の整理状況についても紹介。
今後は、まず数値モデルで扱うことが想定される量間の関係を統計的にチェックする作業に着手。
→まずサラワク、モンゴルでの既存の地図、衛星画像、統計資料など比較的大きい空間スケールの事象に関連するデータの内、数値モデルとの関連性が高いものをGIS化していく作業を進めていただきたい。
4）以上を踏まえてワーキンググループ（WG）単位での活動案と予算配分の検討をおこない、当面以下の方針で作業進めることを確認した。
WG編成

[1.ABM・VegeM]　中丸、長谷川、石井　

[2.同位体・食物網] 陀安、兵藤、近藤
[3.GIS・RS]　西前、松岡、山村（＋石井とサ・モ班から適宜）

2008年度（4月～）予算配分について（理論モデル班全体で約500万円程度）
以下のようなおおよその用途別の配分を決めた。

・[1] 計算機･サーバーなど：500,000円
・[2] 同位体分析費用（サンプリング旅費などは除く）：　1,000,000円
・[3] 衛星画像・資料など：500,000円
・[共通] 消耗品購入費用など：各メンバーに50,000 ≈ 500,000円
ただし、研究進捗・計画変更に柔軟に対応できるよう、上記以外の残額については班予算としてプールしておきたいと思います。

· [共通] 調査・学会などの海外旅費などは必要が具体化した時に、申請してください。内容と予算残額と照らし合わせた上で、財源(班・中央予算)などを決定します。
· 作業の外注やアルバイト謝金などについても、計画が具体的になり次第ご相談ください。
・ 年度後半に追加予算申請の可能性があるので、急を要しない備品などはその申請を考える。（2007年度は理論モデル班から約400万円分の申請をし、ほぼ減額なしで支給を受けています。）
次回 理論モデル班会議日程（秋ごろ）について
11月18日(火)、19日(水)に予定されているプロジェクト全体会議の1ヶ月前ごろに一度班会議を開き、各WGでの成果を相互確認し、班全体の進捗確認と年度後期作業計画を立てる。日程については、近日中に調整（石井から連絡）します。
以上
（別1）

会議用メモ：
モンゴル-サラワクに共通したフレームワークの検討をおこない、以下の目標に向けモデル開発を開始した：

I.土地被覆・利用の変化の実態とその要因解明
II.人口の移動のモデル試作とその関連情報の収集
III.気候変動に伴う植生の移行モデルへの放牧圧など人為的作用影響の取り込み
IV. 経済・生態学の両面から生物資源の持続的利用法についてのモデル構築
以下はとりくみつつある「サブテーマ」　[空間スケール]（参加しているメンバー）
順不同

1.モンゴル＋サラワク　[中・大]
「高分解能土地被覆分析による植生･土地利用変化の解析」
（松岡・石井・藤田・酒井・・・）
ねらい：過去の土地被覆分類資料とその手法の検討から、衛星画像を用いた現在の土地被覆分類の手法を検討し、中スケール(県･郡レベル)での土地被覆改変についてのシミュレーションモデルと対応させる。
進捗：
(サ班) 1986、1996年の衛星画像解析に基づく土地被覆分類図(1/200000)の入手(2006年分も入手見込み)

(モ班) 土地利用図の入手、衛星画像の入手
今後の予定・課題：重点対象地域の特定後、その一部について現在の被覆について地上観測データを用いて分類手法を検討し、全域に拡張する。
2.モンゴル（＋サラワク）[中]
「植生･土地利用変化のシミュレーションモデル構築」

（石井・藤田・酒井・・・）

ねらい：小スケールの植生被覆の決定要因のうち、自然環境要因（地形・気候）を抽出し、それらをパラメーターにもつダイナミックモデルを構築する。その上に、土地改変、家畜による植食影響などを取り入れることで、植生・土地被覆変化の予測性をもつモデルを構築する。

進捗：
(理班) モンゴルの森林-ステップ域については試作済み

(モ班) 乾湿傾度に沿った複数候補地域について植生調査ずみ。環境要因、家畜影響の調査を計画中

(サ班) 土地改変に関しては市川・中静Pの研究成果。　土地改変に関する意思決定要因の調査計画
今後の予定・課題：既存のデータのGIS化とその解析から主要環境要因の抽出とモデル化。　重点対象地域の特定後、　(モ)水文モデルの取り込みと各環境要因のパラメタリゼーション。(サ)植生変動モデルの試作（栄養塩？）
3. モンゴル＋サラワク　[中・大]
「土地・資源利用に関する意思決定に着目したエージェントベースモデルの構築」

（中丸・山村・石井・藤田・酒井）
ねらい：2.の土地被覆上で、エージェント(家庭・個人)に土地利用・移動の意思決定ルールを与えた時のシミュレーションと、その解析をおこなう。大きいスケールでの移動と結合させることをめざす(統合モデル)。
進捗：これから
4.モンゴル　[大・中]
「2000年以降のウランバートル(以下UB)への人口移動の空間分布と要因解析」
（石井・松岡・中丸・山村・藤田・前川・・・）
ねらい：同地域・異年度のUB周辺の高解像度画像でのゲル、個人占有土地の塀の分布の比較から、該当期間の人口集中の量的評価とその選択に関する要因分析をおこなう。山村さんの移動モデルの適用を視野に。
進捗：
(理班）高解像度衛星画像(2000、2004、2007年)と画像解析設備の購入
(モ班）UBへの人口移動に関する統計資料などの入手

今後の予定・課題：地理・統計情報とGIS化の上での空間解析、作業者の確保
5.モンゴル･サラワク [小・中]
「持続的な生物資源・土地利用法と制度(ルール)など」
（中丸・大沼・藤田・上村・）
(サ)　アナツバメの巣の管理ルールと持続性、経済性

(モ)　土地私有権が導入されつつあり、遊牧形態が変化すると思われる。

　　　森林ステップ、ステップ、乾燥ステップ上で、伝統的な遊牧ルールをエージントベースモデルにて検討しどのパラメータでは持続可能な草原利用になっているのか調べる。そして、土地私有化にともない、只今検討されている遊牧ルールが草原生態系を持続可能にするかどうか検討。

来年度から取り組みたい課題
V．[小・中]　土地被覆内での生物間相互作用網（食物網構造など）の持続性と被覆のサイズなどとの関係　→　土地被覆変動モデルへの取り込みを目指す
VI．[中・大]　人・資源の移動様式とその条件となる交通流通網・社会関係網の関係
